
保育場面でのトピックスをスタッフ間で共有

FOSCOM
(対人コミュニケーション行動観察フォーマット)

FOSCOMは本来、個別で行われる言語発達遅滞検査
などの検査場面の行動観察により評価するものと
して開発されたものです。

しかし、保育場面などにおける子どもの個別評価
視点として参考になると思います。

89



過小・潜在的 過剰・顕在的

視線が合いづらい 相手を凝視する

要求が少ない 過剰に要求する

拒否が少ない 問題行動となる

通

常

(二つの観点)

過小・潜在的 過剰・顕在的

5つの行動評価基準にチェック

通

常

ない・

極めて
乏しい

弱い・
一貫性
がない

通 常
やや過度・

行動として

やや顕在化

過度・

行動とし

て顕在化

0点

1点

2点
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ここに示した評価はコミュニケーション
を中心とした一つの評価です。

▶評価から見えてくるものは

▶なんのための評価

▶評価をどう生かすのか
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「気持ちを支える介助手」

跳びたい気持ちを息を合わせて支える
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「不安な気持ちへ寄り添う」

大縄跳びの通り抜け
(子どもと息を合わせての一体感)

イ～チ、ニ～ィ、
サ～ン！

それ、いけー！

95



個別支援に求められる「環境とひと」

◎視覚支援

◎構造化

◎ひとへの信頼・安心・共感・協同

自律 自立

ご清聴ありがとうございました
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氏名　　　　　　　　　　                 男  女

生年月日　　　．　　　．　　 　 評価日　　　　  .　　　．　　          評価者

医学的診断名：

他の検査の情報：

年齢　　　  ：　　

下位領域A（対人コミュニケーション行動の相互性とプロセス）

得点：　　　　　　　　点
所見少ない 所見あり 所見多い
0～3 4～9 10～24

下位領域B（他者への注目・距離・表情変化）

得点：　　　　　　　　点
所見少ない 所見あり 所見多い
0～1 2～5 6～14

下位領域C（特徴的なコミュニケーション行動）

得点：　　　　　　　　点
所見少ない 所見あり 所見多い
0～1 2～3 4～24

＜下位領域別得点・総得点の目安＞

総得点：　　　　　　　点
少ない
0～4

やや少ない
5～9

やや多い
10～13

多い
14～19

非常に多い
20～

所見あり

【観察された対人コミュニケーションパターン】　　　□あり　□なし　　＊複数該当あり

□受動パターン　

□指示に対する応答性の困難顕在化パターン（要求，拒否の問題行動）　

□コミュニケーションの開始の困難パターン

□弱い報告機能パターン

□過剰な報告パターン（特定の話題への固執・冗長性・社会的距離感の近さ）　

＜行動観察のまとめ＞

＜他の領域からの情報を含めたまとめ・支援の方向性＞

対人コミュニケーション行動観察フォーマット（FOSCOM）　サマリー
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氏名　　　　　　　　　 　　男  女   年齢　　　　  ：　　　　

評価者　　　　　　　　　　評価日　　　　　．　　　．

A：対人コミュニケーション行動の相互性とプロセス
Aー１：他者からの働きかけに対する反応（応答性）

総得点　   　　　点

対人コミュニケーション行動観察フォーマット（FOSCOM）
記述／評点化フォーム＜１＞

機
会
な
し

項目 具体的な行動

反応しない
喜ばない
反応自体が不明確で
ある

反応しない
喜ばない
反応自体が不明確で
ある

反応しないことが多い

期待される以上に取
り組む傾向が顕著に
ある

応じない
応じないことが多い

嫌なはずなのに抵抗せ
ずに終了する
傾向が顕著である

喜ぶもののその程度
が弱い
期待が弱い
反応の一貫性に欠ける

喜ぶもののその程度
が弱い
期待が弱い
一貫性に欠ける
材料や働きかけの意味
を理解することが弱い

反応しないことがある
返事はするが浮動的で
ある
タイミングが遅い
うなずきが弱い

期待される以上に取り
組む傾向にある
一貫性に欠ける

応じないことがある
一貫性に欠ける

嫌なはずなのに抵抗せ
ずに終了する傾向にあ
る

やや過度に興奮する
過度に興奮することが
時々ある
嫌がることがある

やや過度に興奮する
過度に興奮することが
時々ある
嫌がることがある

言われていることが
わからなくても返事を
することが時々ある
エコラリアになること
がある

逸脱することがある
嫌がることがある

過度にていねいな
あいさつをする傾向が
ある

時折，抵抗を示す
やや難色を示すもの
の，説明すると終了
する

過度に興奮することが
頻繁にある
嫌がることが多い

過度に興奮することが
頻繁にある
嫌がることが多い

言われていることが
わからなくても返事を
することが頻繁にある
エコラリアになること
が多い

逸脱することが多い
嫌がることが多い

過度にていねいな
あいさつをする傾向が
顕著にある

抵抗を示すことが多い
説明しても終了しない
ことが多い

身体的な遊びへの
誘いかけに対する反応1

材料を用いた遊びへの
誘いかけに対する反応2

うなずきを伴う返事
（音声言語が理解可能なケースのみ）3

課題，指示などへの反応4

あいさつに対する反応5

活動の終了への反応6

Aー２：他者への働きかけ（意思表示）
機
会
な
し

項目 具体的な行動

自分から開始すること
がない
極めて乏しい

ない
極めて乏しい

ない
極めて乏しい

ない
極めて乏しい

頻度が低い
弱い
一貫性に欠ける

やや少ない
弱い
一貫性に欠ける

少ない
弱い
一貫性に欠ける

少ない
弱い
内容が限定的である
等一貫性に欠ける

頻度がやや高い
パニックや問題行動に
なることが時々ある

やや多い
一方的な要求になるこ
とがある
パニックや問題行動に
なることが時々ある

やや多い
パニックや問題行動に
なることが時々ある

やや多い
相手の反応に無関心な
一方的な報告が時々
ある

頻度が過度に高い
パニックや問題行動に
なることが頻繁にある

多い
一方的な要求になるこ
とが多い
パニックや問題行動に
なることが多い

過度に多い
パニックや問題行動に
なることが頻繁にある

多い
相手の反応に無関心な
一方的な報告が頻繁に
ある

注意喚起を中心とした
コミュニケーションの開始7

要求8

拒否・否定的な感情表現9

報告10

Aー３：継続性
機
会
な
し
項目

相互交渉がすぐ終わる
ことが多い

黙る、無反応に
なることが多い

相互交渉がすぐ終わる
傾向にある
一貫性に欠ける

黙る、無反応に
なることが時々ある

話題から逸脱する傾向
にある
同じ相互交渉，話題を
過度に長く続けること
が時々ある

わからないのに答える
ことがやや目立つ
「え？」「わからない」と
なることがやや多い
逸脱等の行動になるこ
とがある
エコラリアになること
がある

話題から逸脱すること
が多い
同じ相互交渉、話題を
過度に長く続けること
が頻繁にある

わからないのに答える
ことが目立つ
「え？」「わからない」と
なることが多い
逸脱等の行動になるこ
とが多い
エコラリアになること
が多い

領域A　小計 領域A　計　　　　　　　点

相互交渉，話題の維持11

「わからない」
（３語連鎖以上の
  理解可能なケースのみ）

12

該当
せず

通
常
（０）

通
常
（０）

ない･極めて乏しい 弱い・一貫性に欠ける
やや過度・行動として

やや顕在化
過度・行動として

顕在化
（１）

通
常
（０） （１）（２） （２）

ない･極めて乏しい 弱い・一貫性に欠ける
やや過度・行動として

やや顕在化
過度・行動として

顕在化
（１） （１）（２） （２）

具体的な行動ない･極めて乏しい 弱い・一貫性に欠ける
やや過度・行動として

やや顕在化
過度・行動として

顕在化
（１） （１）（２） （２）

該当
せず

０
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対人コミュニケーション行動観察フォーマット（FOSCOM）記述／評点化フォーム＜２＞

B： 他者への注目・距離・表情変化

【その他観察された行動】

項目 具体的な行動

視線
合わない
合わないことが多い

体が相手に向いてい
ない
相手と離れているこ
とが多い
近くならない

みられない
極めて乏しい

合うべき場面で合わ
ないことが時々ある
合う場面が限定的で
ある

体が相手に向かない
ことがある
相手とやや離れている
一貫性に欠ける
近くなりにくい傾向に
ある

やや少ない
弱いことが時々ある

合うが，過度に相手を
見つめることが時々
ある

体が相手に向くが，
距離がやや近い傾向に
ある
近いことが時々ある

近い傾向にある

みられるが，やや過度
である
文脈的にやや不適切で
ある

合うが，過度に相手を
見つめることが頻繁に
ある

体が相手に向くが，
距離が近い
近いことが頻繁にある

近い

みられるが，過度で
ある
文脈的に不適切である

13

体の向き，物理的な距離14

社会的な距離感15

ポジティヴな表情16

みられない
極めて乏しい

みられない
極めて乏しい

ない
少ないことが多い

やや少ない
弱いことが時々ある

やや少ない

やや少ない

みられるが，やや過度
である
文脈的にやや不適切で
ある

みられるが，一定の
表情がやや多い

みられるが，やや過度
である
文脈的にやや不適切で
ある

みられるが，過度で
ある
文脈的に不適切である

みられるが，一定の
表情が多い

みられるが，過度で
ある
文脈的に不適切である

ネガティヴな表情17

複雑，微妙な表情
（はにかみ，照れ，親しみ）

18

全体の表情変化19

目
立
た
な
い

具体的な行動やや目立つ 目立つ

やや目立つ 目立つ

やや目立つ 目立つ

やや目立つ 目立つ

やや目立つ 目立つ

身ぶり動作の乏しさ，不自然さ20

不自然なプロソディ（速度，抑揚），声量，高さ21

特定の音韻パターンへの強い反応22

独語23

領域B　小計 領域B　計　　　　　　　点

領域C　計　　　　　　　点

やや目立つ 目立つ

やや目立つ 目立つ

やや目立つ 目立つ

やや目立つ 目立つ

やや目立つ 目立つ

やや目立つ 目立つ

やや目立つ 目立つ

意図特定困難な発話，身ぶり24

エコラリア（即時・遅延），反響動作25

パターン的，反復的な言語，身ぶり26

大人びた表現・難解な語の使用27

新作言語・独特な表現28

話題，興味，視点の偏り29

やや目立つ 目立つ指示理解・状況理解の弱さや狭さ，独特さ31

冗長な，まとまりのない，細部にわたる表現30

受信課題時：　　－   ±    ＋    
発信時：　　　　－   ±    ＋    
質問ー応答時：　－   ±    ＋    
物の受渡時：　　－   ±    ＋    
自由場面時：　　－   ±    ＋    
その他：　　　　－   ±    ＋    

うなずき 　　首ふり 　
指さし  　首を傾げる
その他：
不自然な身ぶり：手をひっぱる  

感覚刺激に関連する行動：

常同行動：

自傷，他害行動：

不安：

多動：

衝動性：

遊びについて：

その他：

項目

C：特徴的なコミュニケーション行動

ない･極めて乏しい 弱い・一貫性に欠ける
やや過度・行動として

やや顕在化
過度・行動として

顕在化
（１）

通
常

（０） （１）（２） （２）

（０） （１） （２）

０

０

氏名　　　　　　　　　 　　評価日　　　　　．　　　．
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明 石 市 地 域 自 立 支 援 協 議 会  こ ど も 部 会 

平成30（2018）年度 第11回 児童通所サービス等事業所連絡会 
 
 

平成31（201９）年３月12日（火）午前10時00分より 
明 石 市 立 市 民 会 館 （ ア ワ ー ズ ホ ー ル ） 

１ 階  第 １ ・ 第 ２ 会 議 室 
 
 
 

１．はじめに 

   明石市地域自立支援協議会 こども部会 部会長 飯 塚 由美子 
（ 明石市立 あおぞら園・きらきら 施設長 ） 

 
 
 
 
 
 
 

２．児童通所サービス等事業所連絡会（ ＝ 定例の連絡会（ 定例会 ） ） 
 
 

（１） 平成30（2018）年度のふりかえり 
 
 
 
 
 
 

 （２） 平成31（2019）年度の取り組みについて 
 
 
 
 
 
 

 （３） 各団体・事業所のみなさんよりご案内 
 
 
 
 
 
 
 （４） 今後の取り組み・スケジュール・その他について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３．次回開催日・今後のスケジュールについて 
 

▼ 児童通所サービス等事業所連絡会（ 平成31（2019）第１回 ） 
 
  【 次 回 】<平成31（2019）年度> 第１回 児童通所サービス等事業所連絡会（ ＝ 定例会 ） 
 

・日 時：平成 31（2019）年４月16日（火） 午前10時00分 より 正午 まで 

・場 所：明石市立市民会館（アワーズホール）第１・第２会議室 
  
 ▽ < 平成30（2018）年度 > 第５回 こども部会 本会議 （ ※ 部会長・副部会長・委員が出席します。 ） 

  【 次 回 】平成31（2019）年３月20日（水） 午前10時00分 より 

        明石市立市民会館（アワーズホール） 第４会議室 
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明石市地域自立支援協議会の概念図（平成30年度～）
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企業
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